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今月の徳目 

かんしゃ ほうおん 

感謝 報恩 

 
 人はどんなに強気であろうとも、自分が多くのいのちに支えられて生きていることは、否

定できない事実です。食べ物、飲み物、衣類、生活に欠かせない多くの物資は天地自然の恵

みから与えられています。また、多くの人々の物心両面にわたる働きによって生かされてい

ます。数え上げれば限りがありません。そこに気づけば感謝の念は自然と生まれてくるもの

かと思います。そこから発展して、恩に報いていこうとする前向きな姿勢に繋がっていくの

だと思います。してもらったからお返しをするという社交感覚とは異なるものがあります。

これはお釈迦さまの教えです。 
先日の夕涼み会で多くの方とお話が出来ましたが、ある卒園児のお母さんから、「卒園して

も足を向けたくなる安心できる場所なんです。」と、温かい言葉をいただきました。集まって

くれた一人一人の顔があって、互いにつながり続け合える人の思いに触れることは幸せなこ

とだと感じました。 
 みなさん、これからも笑顔でつながり合っていきましょう。 
 

 
 
 
 

言葉の豆知識 

 

「勿体(もったい)」とは、世の中のすべて

のものはつながりあって成り立っている、

それ単独で成り立っているのではないと

いう仏教の言葉です。「もったいない」はそ

んな存在価値や意義が、ないがしろにさ

れ、あるいは十分に活かされていなくて惜

しいという意味です。 

  

 

● 今月の主な行事・お知らせ 
・５日(金)  水遊び納め 
・８日(月)  生命尊重の日 
・１０日(木) かけっこ教室 
・１８日(木)  ９月お誕生日会 
            （保護者参観） 
・１９日(金)  ピッパラクラブ 
・２９日(月)  お習字(ゆり・きく組) 
 
・毎週はじめ 衛生検査実施 
・３日(水)・24 日(水)  わくわくタイム 

・９日(火)・26 日(金) 避難訓練 
 

 

わたしたちはたくさんの人の力や自然のめぐみに支えられて生きている。            

日々の食事も、仕事も遊びも生活も、自分ひとりで成り立っているものは何も

ない。そのことに気づき、いつも社会や自然に感謝できる心を育てよう。 
(徳目解説 : 日本仏教保育協会）  

 


